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大
分
暖
か
く
な
っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
す
と
、
急
に
朝
晩
の
冷
え
込

み
が
き
び
し
い
日
が
あ
る
こ
の
頃

で
す
が
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

　
私
の
方
は
毎
日
元
気
に
働
ら
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇
皆
さ
ん
も
既
に
ご
承
知
で
す
が
、

四
月
十
八
日
、
駅
前
の
野
坂
浩
賢

さ
ん
（
岸
本
町
名
誉
町
民
）
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
野
坂
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
四
月

県
議
に
当
選
さ
れ
（
岸
本
町
で
は

二
人
目
の
県
議
で
、
初
代
の
岸
本

町
長
で
あ
っ
た
長
谷
川
浩
さ
ん
が

昭
和
五
年
八
月
の
補
選
か
ら
二
期

県
会
議
員
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
）

て
以
来
連
続
し
て
四
期
当
選
し
、

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
衆
議
院
議

員
に
当
選
、
以
後
七
期
に
わ
た
り

国
政
の
場
で
活
躍
さ
れ
、
最
後
に

は
村
山
内
閣
の
建
設
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
を
務
め
、
こ
の
間
に
は

阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事
件
な
ど

も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
村
山
内

閣
の
中
核
と
し
て
奮
闘
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
を
始
め
、
県
下

の
市
町
村
と
も
国
か
ら
の
応
援
も

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
内

に
も
い
ろ
い
ろ
と
足
跡
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
議
員
引
退
後
は
体
調
を
崩
さ
れ
、

ご
意
見
も
十
分
に
聞
く
こ
と
が
で

き
ず
心
残
り
で
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る

ば
か
り
で
す
。

〇
溝
口
町
と
の
合
併

に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
の
調
整
も
大
詰

め
に
な
り
か
け
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
六
月
に

は
「
ま
ち
づ
く
り
の

住
民
説
明
会
」
が
開

け
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
岸
本
町
の
発
展
に

寄
与
し
た
方
を
表
彰
す
る
岸
本
町

表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
式
が
三
月

三
十
一
日
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
表
彰
式
で
は
功
労
、
善
行
、

勤
続
表
彰
に
６
名
、
２
団
体
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
野
に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た

皆
様
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

平
成
十
五
年
度

■
功
労
表
彰
（
自
治
部
門
）

西
　
村
　
　
　
忠
　
氏

（
多
年
、
町
議
会
議
員
と
し

て
本
町
の
自
治
に
貢
献
）

小
笠
原
　
義
　
雄
　
氏

（
多
年
、
町
議
会
議
員
と
し

て
本
町
の
自
治
に
貢
献
）

宅
　
野
　
　
　
徹
　
氏

（
多
年
、
農
業
委
員
と
し
て

本
町
の
農
業
行
政
に
貢
献
）

妹
　
尾
　
　
　
吏
　
氏

（
多
年
、
本
町
の
自
治
振
興
、

福
祉
行
政
に
貢
献
）

岩
屋
谷
農
業
生
産
組
合

（
多
年
、
農
業
振
興
に
貢
献
）

■
善
行
表
彰

鳥
取
県
西
部
再
生
資
源
事
業

協
同
組
合

（
町
行
政
発
展
の
た
め
、
私

財
を
寄
附
）

前
　
田
　
幸
　
治
　
氏

（
町
福
祉
行
政
発
展
の
た
め
、

私
財
を
寄
附
）

■
勤
続
表
彰

福
　
原
　
順
　
子
　
氏

（
多
年
、
本
町
の
教
育
行
政

に
貢
献
）

左上：代理：森広真紀氏　海老田耕三氏　福原順子氏　奥田晃彦氏

左下：妹尾 吏氏　小笠原義雄氏　河合町長　西村 忠氏　宅野 徹氏

（前田幸治氏） （岩屋谷農業生産組合）（鳥取県西部再生資源）　　事業協同組合
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春の全国交通安全運動街頭啓発広報にて

　
昨
年
の
十
月
末
か
ら
工
事
に
着

工
し
て
い
た
、岸
本
小
学
校
の
特

別
教
室
が
五
月
中
旬
に
完
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
学
校
教
育
の
多
様
化

が
進
ん
だ
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
室
や
障
害
児
支
援
を
目
的
と

し
た
特
別
教
室
の
転
用
な
ど
に
よ

っ
て
、
図
工
室
、
生
活
科
室
、
視

聴
覚
室
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
教
室
不
足
に
対

応
す
る
た
め
後
校
舎
の
隣
に
特
別

教
室
棟
を
増
築
す
る
こ
と
で
、
児

童
の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。

増
築
特
別
教
室
の
内
容

構
造
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

延
床
面
積
　
４
５
３
㎡

増
築
教
室

生
活
教
室
　
理
科
室
　
視
聴
覚
室

増
築
に
伴
う

　
　
施
設
改
修
工
事
の
内
容

・
前
校
舎
と
後
校
舎
の
渡
り
廊
下

改
修

・
後
校
舎
外
外
壁
塗
装
・
雨
と
い

布
設
替

・
理
科
室
を
図
工
室
へ
模
様
替
　

今
回
増
築
さ
れ
た
各
教
室
は

こ
の
よ
う
な
活
動
や
学
習
に

使
用
さ
れ
ま
す

１
階
　
生
活
教
室

・
生
活
科
の
授
業
・
算
数
科
少
人

数
指
導
・
委
員
会
活
動
・
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど

２
階
　
理
科
室
　

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
に
よ

っ
て
、
観
察
物
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
全
員
で

観
察
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
つ
な
い
で
天
体
や
気
象
の
学
習

が
で
き
ま
す
。

３
階
　
視
聴
覚
室
　

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ビ
デ
オ
が

常
設
さ
れ
、
視
聴
覚
機
器
を
使
用

し
た
学
習
が
で
き
ま
す
。
資
料
的

な
本
（
辞
典
・
年
鑑
・
図
鑑
・
史

誌
な
ど
）
を
集
め
て
あ
り
、
調
べ

学
習
の
た
め
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

　　
特
別
教
室
は
従
来
の
教
室
と
比

較
し
て
よ
り
広
い
場
所
に
移
転
し
、

学
習
機
材
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

今
後
は
、
学
習
が
よ
り
安
全
で
活

動
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

写真左側が増築された岸本小学校特別教室です

特
別
教
室
の
主
な
概
要
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やりたいこと、見つけた！ とっとり県民カレッジ主催講座

東部会場300人、中部会場300人、西部会場300人、合計900人を募集します！

ふるさと鳥取を見直したり、現代的課題について学ぶ講座です。
・新たに全科目（７科目）を修了された方には修了証書を交付します。
・都合により､日程、内容が変更になる場合があります。
・申込み会場以外の講座にも、席に余裕のある場合は受講できます。

■申込方法
はがき､ファクシミリ、Ｅメールのいずれかで、下記までお申し込みください！
・記載事項は、右記を参考にしてください。
・手話通訳希望、託児希望、車椅子使用の方はそのことも明記してください。
・身体に障害のある方で介助が必要な方はご相談ください。
・応募は１人１会場とし、必ず本人の名前で行ってください。
・すでに県民カレッジに入学しているかたや過去に受講された方も申し込みが必要です。
■応募期間
　平成16年5月16日(日)　当日消印有効！
・受講の決定通知は、しめ切り後、講座資料と合わせてお送りします。

■応募・問合せ先　とっとり県民カレッジ本部 〒680-0846 鳥取市扇町21鳥取県立生涯学習センター内
　　　　　　　　　電話 0857－21－2282 FAX 0857－21－2263Ｅメール shouse_college@pref.tottori.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 shogaigakushu@pref.tottori.jp

「未来をひらく鳥取学」
　　受講申し込み

１、希望会場名
　（東･中･西部のいずれか１会場）
２、氏名（ふりがな）
３、生年月日
４、郵便番号･住所
５、電話番号
６、その他
　　　手話、託児、車いす介助
　　　などの要望事項

《記載事項》

　
平
成
七
年
二
月
か
ら
三
期
九

年
間
岸
本
町
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

羽
島
孝
彦
さ
ん
（
み
ど
り
）
が

こ
の
た
び
退
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
羽
島
さ
ん
に
は
、
心
配
ご
と

相
談
を
は
じ
め
、
人
権
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

　
妹
尾
　
正
博
さ
ん（
殿
河
内
）

　
羽
島
孝
彦
さ
ん
の
後
任
の
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、
殿
河
内
の
妹

尾
正
博
さ
ん
（
殿
河
内
）
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

で
人
格
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ

い
て
理
解
の
あ
る
人
を
町
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方

で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

私
た
ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
に
監
視
し
、
も
し
人
権
が
侵
さ

れ
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な

っ
て
こ
れ
を
救
済
し
た
り
、
人
々

の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を

広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が

あ
れ
ば
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

�������

　春の全国交通安全運動の初日、4月6日に岸本町大殿
地内で溝口警察署管内の岸本・溝口・江府3町の交通安
全推進協議会と溝口警察署の協力により街頭啓発広報
が行われました。
この日は、181号線を通行する車に、事故防止をよび
かけるチラシを配布し、シートベルト・チャイルドシ
ートの着用徹底を呼びかけました。
　岸本町内での事故は1月から4月16日現在で、物損・
人身事故の発生件数が、93件（物損84件・人身9件　
町内者31件・町外者62件）と昨年と比較して20件程度
増加傾向にあります。事故の多くは、前方不注意によ
る追突によるものが最も多く、次いで交差点での出会
い頭事故が多いのが現状です。
　5月には連休があることで、県外車も増加し、事故の
起こりやすい状況が予想されます。慣れている道でも
十分に注意をしてください。
　事故防止のため、特に歩行者の方は夜間の反射材着用、
車の運転者の方は早めに前照灯の点灯をお願いします。
　町民のみなさんも交通事故には十分注意してください。

　４月２５日（日）第２８回岸本町消防操法大会が岸本町

民グランドで行われ、消防団各分団（参加は８チーム）が

日頃の練習の成果を競いました。

　今年の操法大会は、例年とは違い、水出し操法（実際の

火災現場を想定して行う形式）というタイプで行われ、こ

の大会の結果、自動車ポンプの部は本部分団、小型ポンプ

の部では第３分団（Ｂ）がそれぞれ優勝しました。

　今後は、西部地区消防操法大会が７月４日に鳥取県消防

学校で開催されます。

　この大会には、本町から、本部分団と第３分団が出場し

ますので町民のみなさんの応援をお願いします。

　大会結果は次のとおりです。

（敬称略）

【自動車ポンプの部】　　　　【小型ポンプの部】

　優　勝：本部分団（Ｂ）　　　優　勝：第３分団（Ｂ）

　準優勝：本部分団（Ａ）　　　準優勝：第２分団（Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　第３位：第３分団（Ａ）

【優秀番員賞】　

　指揮者　奥田　英樹（第３分団　Ｂ）

　一番員　渡部　真広（第３分団　Ｂ）

　二番員　秋鹿　悟　（第３分団　Ｂ）

　三番員　植田　潤　（第３分団　Ｂ）
優秀番員賞左から：奥田氏・渡部氏・秋鹿氏・植田氏

写真：左側　羽島孝彦さん

写真：左側　妹尾正博さん

日頃の練習の成果を発揮して（団長挨拶）

小型ポンプ優勝
第３分団（Ｂ）

▼

　交通安全運動の最終日である4月15日、農村環
境改善センターで溝口警察署管内の岸本・溝口・
江府の三町の老人クラブの方々が集まり、無事故、
無違反を目指す高齢者交通安全コンクールの開
始式が行われました。
　このコンクールでは、春の交通安全運動期間か
ら秋の運動期間まで無事故、無違反を各参加チー
ムで競うものです。（チーム数は40・参加者は
1,543人）溝口管内でも、高齢者が関係する事故は年々
増加傾向にあり、事故防止対策が急務とされてい
ることから、高齢者自らが安全意識を高揚し、安
全で安心のできる社会を目指すものです。
　決意文朗読の場面では、町内老人クラブの代表
として亀田　衛さんが「交通事故という悲惨な出
来事が起こらないよう、無事故・無違反を目指し
ます」と決意文を朗読し、参加者は目標達成に向
けた決意を新たにしました。
　このコンクールでは昨年結果、岸本町が優勝し
ています。
　今年も
無事故･
無違反を
目指して
頑張って
ください。
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植
田
正
治
・
風
景
の
記
憶

　
　
　
　〈
松
江
〉展
開
催

　　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は

七
月
十
一
日
ま
で「
植
田
正
治
・

風
景
の
記
憶〈
松
江
〉」と
題
し
た

展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
九
一
三
年
、鳥
取
県
西
伯
郡

境
町（
現
在
の
境
港
市
）に
生
ま

れ
た
植
田
正
治
は
、生
ま
れ
育
っ

た
山
陰
の
地
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、

日
常
的
な
光
景
に
カ
メ
ラ
を
向

け
な
が
ら
、数
多
く
の
作
品
を
生

涯
に
わ
た
り
残
し
て
い
ま
す
。一

九
六
〇
年
代
、植
田
は
、松
江
を

被
写
体
に
写
真
を
と
り
た
め
て

い
ま
し
た
。凛
と
し
た
た
た
ず
ま

い
の
家
屋
、古
び
た
看
板
、橋
の

上
を
行
き
交
う
人
々
、湖
上
に
、

あ
る
い
は
濠
や
川
の
水
面
に
低

く
た
れ
こ
め
る
雲
の
気
配
―
―

こ
れ
ら
見
慣
れ
た
風
景
を
植
田

は
歩
き
な
が
ら
四
季
の
移
ろ
い

の
中
で
見
つ
め
な
お
し
、あ
ら
た

な
出
合
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

心
打
た
れ
る
瞬
間
の
美
し
さ
を

印
画
紙
の
上
に
焼
き
付
け
て
い

ま
す
。そ
れ
は
古
の
面
影
を
た
た

え
た
美
し
の
街
並
や
、日
々
営
ま

れ
る
人
々
の
素
朴
な
暮
ら
し
の

様
子
で
あ
り
、同
時
に
幼
い
頃
か

ら
松
江
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
植

田
の
心
に
内
在
す
る「
風
景
の
記

憶
」と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
の
数
々
は
写

真
集『
松
江
』と
し
て
ま
と
め
ら

れ
一
九
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
本
の
な
か
で
郷
土

へ
の
思
い
を
書
き
記
し
た
随
筆

家
の
漢
東
種
一
郎
は「
こ
の
時
代

に
生
き
て
い
た
わ
た
し
ど
も
が

か
く
見
、か
く
感
じ
た
と
い
う
ま

で
で
あ
り
、こ
の〈
松
江
〉の
松
江

は
こ
よ
な
く
愛
し
た
わ
が
ふ
る

さ
と
で
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
、郷
愁
と
と
も
に
語
ら

れ
る
松
江
を
被
写
体
に
し
た
植

田
の
写
真
の
数
々
を
紹
介
し
、植

田
に
と
っ
て
の「
風
景
の
記
憶
」

を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

　
町
民
無
料
招
待
券
を
全
戸
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
写
真

美
術
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、町
民
無
料
招
待
券
を
無

く
さ
れ
た
方
は
お
気
軽
に
写
真

美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
来
館
を
ス
タ
ッ

フ
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は

六
月
六
日（
日
）午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、松
江
市
出
身
の
俳
優
・

佐
野
史
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て

講
演
会「
水
路
を
廻
る
街
」を
開

催
し
ま
す
。

　
講
演
会
へ
の
ご
参
加
に
は
事

前
の
電
話
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
植
田
正
治
写
真

美
術
館
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
講
演
会
の
ご
聴
講
は
入
館
料

の
み
に
な
り
ま
す
。全
戸
配
布
し

て
い
ま
す
町
民
無
料
招
待
券
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、町

民
の
皆
様
の
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

シリーズ〈松江〉

シリーズ〈松江〉

平成16年度　国際交流推進事業

韓国講座「韓国を知ろう」開催予定

講 座 名

目　　標

開催予定

講　　師

回数 シムの韓国物語（15分） み ん な で 実 習 ・ 体 験月 テ ー マ

場 　 所

韓国を知ろう講座　

農村環境改善センター＊

韓国に触れることで、歴史と文化の違いを認め合い、郷土の良さ
を再発見し、郷土を愛する気持ちを育みます。

シム　　　ジェ　　　　ヒョン

沈　　載　　賢　（西部総合事務所　国際交流員）

・５～11月初旬まで　　　　　　・月１・２回　　
・19：00～21：00　　　　　　　　・（２時間）

　海を隔てた隣りの国「韓国」のことを知っ
ていますか？文化、言葉、文字、歴史…、日
本とは異なったところ、よく似ているところ、
ご存知ですか？
　意欲ある町内在住のみなさんで、米子空港
から数時間で行ける「韓国」のことについて
学んでいきたいと思います。毎回言葉と文化
を習い、講演などもあります。

1

2

3

4

5

6

7

5

6

7

8

9

10

11

挨拶

食文化

子供の遊び

言葉

韓服

韓国ガイド

近くて近い国日

初対面のマナー

テーブルマナー

伝統遊び

ハングル

伝統衣装

文化象徴10

年中行事

＊気軽に誰でも参加できる講座・楽しい講座にするため　　　
＊　言葉の勉強は控えめに　　　＊　体を動かす活動を中心に

自己紹介→名刺作り→韓国語で挨拶

調理（ビビンバプ）→食べながら交流

コンギ・ニュンノリ体験

旅行のための韓国語会話

韓服（チマ・チョゴリ）の着付け→記念写真

国旗・地図作製→買い物ゲーム（韓国の物価情報）

2005年韓国岸本カレンダー作り

申込方法　
5月14日（金）までに役場地
域振興課にお願いします。定
員になりしだい、締め切りま
すので、お早めにお申し込み
下さい。
【問合わせ】　
　役場　地域振興課　
　　　　（電話68―3113）
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　岸本町・溝口町合併協議会では、これまでの「合併協議会での協議状況の説明」や「合併まちづくり計画原案」

について、町民みなさんの意見をお聞きする場として、両町で合併住民説明会を開催します。多くの町民のみな

さんの参加をお待ちしています。ご不明な点は、合併協議会事務局までお問合せください。

【開催日時】

　　５月下旬から６月上旬　午後７時から午後９時（２時間程度）

　　※日程が決まり次第、行政無線・ＣＡＴＶ文字放送・ホームページ等でお知らせします。

【開催場所】

　　岸本町：農村環境改善センター

　　溝口町：中央公民館　二部公民館　日光公民館　　　

【問合せ先】　岸本町・溝口町合併協議会事務局　電話　６８－４６６２

　

　

　合併までに両町の一体感を醸成することを目的に、各種団体の統合や住民の交流活動を支援するための補助制

度を設けました。

　下記の補助に該当する事業を予定されている場合は、合併協議会事務局にお気軽にご相談ください。

補助制度の概要

（１）各種団体統合支援補助金

　　対象団体：両町にある住民団体・公共的団体等で統合を予定している団体

　　　　　　　※活動の範囲が複数の市町村で統合の必要の無い団体は除きます。

　　　　　　　※町から統合に関する別の補助金が交付される団体は除きます。

　　対象事業：同じ目的をもった団体の統合を目的とした調査研究、協議、大会開催、その他統合に必要な事

　　　　　　　業で、平成１６年１１月２０日までに完了する事業が対象になります。

　　対象経費：飲食以外の経費で事業に必要と認められる経費

　　補 助 額：対象経費の２分の１（上限１０万円）

　　※予算の範囲内で行なう予定ですので、申し込みが多い場合は先着順にさせていただきます。

（２）住民交流支援補助金

　　対象団体：両町の住民、各種団体

　　対象事業：両町住民の交流を目的としたスポーツ・イベント・文化交流事業などで、参加者が２０名以上

　　　　　　　あり、両町ともほぼ同数の参加者であることが必要です。

　　　　　　　また、平成１６年１１月２０日までに完了する事業が対象になります。

　　対象経費：飲食以外の経費で事業に必要と認められる経費

　　補 助 額：対象経費の３分の１（上限３万円）

　　※予算の範囲内で行なう予定ですので、申し込みが多い場合は先着順にさせていただきます。

連絡先　　岸本町・溝口町合併協議会事務局　電話 0859－68－4662　ファクシミリ 0859－68－4663

　　　　　〒689－4133　鳥取県西伯郡岸本町吉長３７番地３　岸本町役場内



・蒼穹の昴（上・下）（浅田次郎）
・仏音（高瀬広居）
・幻夜（東野圭吾）
・黒冷水（羽田圭介）
・社外取締役（牛島　信）
・卒婚のススメ（杉山由実子）
・卒業（重松　清）
・黒い天使になりたい（谷村志穂）
・読者諸賢　いかに思われるか？（相沢英之）
・ロングフェロー日本滞在記（チャールズ・Ａ・ロングフェロー）
・なせば成る　偏差値38からの挑戦（中田　宏）
・さくら伝説（なかにし礼）
・イタリア幻想曲（内田康夫）
・ライス・マザー（上・下）（ラニ・マニカ）
・藤田嗣治「異邦人」の生涯（近藤史人）
・脳梗塞よ止まれ！（松本利雄）
・「うつ」への復讐（高島忠夫）

・2004年版　医者からもらった薬がわかる本（木村　繁）
・材料の下ごしらえ百科（中道　武）
・今さら恥ずかしくて人に聞けない
　料理の基本をちゃんと知りたい！（編　山村誠司）

ほか

・うきうきしたら（ジェズ・オールバラ）
・うしとトッケビ（文　イ・サン）
・パンダコパンダ（宮崎　駿）
・ね、ぼくのともだちになって！（エリック・カール）
・にんじゃにんじゅうろう（舟崎克彦）
・こげぱんのおはなみ（たかはしみき）
・大人と子どものあそび教科書　世界のなぞなぞ（藤川雅行）
・おばあちゃんは遊びの達人（多田千尋）
・学習漫画世界の伝説　アンネ・フランク（森　有子）
・子どもに伝えるイラク戦争（石井竜也・広河隆一）

ほか

89

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

　 新
着図書の紹介　　 　　

（公
民館に

一覧表があります。ご利用ください）

新年度が始まり、楽しい教室、勉強になる講座など、たくさんの教室・講座がスタートしました。自分の趣味や生き

がいなど何かを学ぼうと、たくさんの方が公民館に来られています。「何か新しいことをしてみたいけど、申込み期

間が終わってしまったから・・・」、「公民館教室ってどんなことをしてるか分からないから・・・」と悩んでおら

れるみなさん、見学や一日体験も大歓迎ですのでぜひ公民館までお越しください。きっと新たな一歩が踏み出せると

思います。

また、これから始まる講座もたくさんあります。その都度この紙面で募集しますので、みなさんぜひお申込みください。

楽しい時間を一緒に過しましょう！！

新年度が始まり、一ヵ月が過ぎました。春は進学や就職などあわただしい季節ですね。公民館では館

長の異動があり、新体制でのスタートとなりました。町民のみなさんに今まで以上に親しんでいただけ

る公民館となるよう職員一同頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いします。

　さて、公民館が予定している今年度のおもな行事を紹介します。（予定ですので、日程等変わる場合

があります。ご了承ください。）

5月の休館日
　5月3日・4日・5日（祝）、10日（月）、24日（月）
公民館の開館時間
　月・金・日曜日は午前9時から午後5時

　火・水・木・土曜日は午前9時から午後10時

今年も
公民館をよろしくお願いします。

☆松栄学級（高齢者学級）年10回

　4月30日第１回開催

☆わんぱく道場年10回

　4月に募集、5月に第１回予定

☆公民館各教室（グループ活動）

　随時見学､体験、中途参加OK！

☆読み聞かせ『おはなしのもり』

　中央公民館毎週水曜日

八郷小学校第2､4水曜日

5月中旬から開始予定

☆まなび隊（成人講座）年5回

　5月に募集、6月に第1回予定

☆菊苗配布､講習会　6月上旬

☆平和展　7月中旬

☆豊年盆踊り花火大会　8月15日

☆町民運動会　10月3日

☆菊花展 10月下旬～11月上旬

☆きないや祭（文化祭）

　　11月20日、21日（予定）

今年度も夏の盆踊り大会、秋の町

民運動会やきないや祭りなど、楽

しい行事がたくさんあります。ぜひ、

参加してください。

☆にこにこ掲示板設置

　中央公民館ロビー

　岸本町に関係のある新聞記

事などを掲示しています。

☆にこにこ公民館の日

　毎月第３月曜日

　公民館をどなたにでも開放

します。お気軽にお越しくだ

さい。

はるだ!!　もんね（木曽秀夫）
おたまじゃくしはかん

がえた。

おおきくなったらなに

にへんしんできるかな？

アオムシはチョウに、

ダチョウはダチョウチ

ョウに!?

たのしいはるのへんし

んあそびえほんです。

めざすはライカ！
ある技術者がたどる日本カメラの軌跡
　　　　　（神尾健三）
敗戦後の廃墟の中からいち早く日本のモ
ノ作りの力を世界に向けて証明してみせ
たのが「カメラ」だった。戦後間もなく
技術者としてカメラ会社に入社した著者が、
ミノルタをはじめニコンやキャノンなど
の設計、製造の現場で活躍する人々の姿
を描きつつ、日本カメラの発展の軌跡を
追いかけた一冊です。

金門島流離譚（船戸与一）
そこは天国の島。ひと

を消すのに銃は要らない。

記憶がわたしを緊縛し、

過去が私を切り刻む。

背徳と愉悦としのびよ

る破滅との静かなる輪舞。

どうぞお楽しみ下さい。

　読みたい本や、お探しの本が見つからない時は、
図書カウンターの上に置いてあるリクエスト用
紙をご利用下さい。

　・書名
　・申込年月日
　・お名前
　・住所・電話番号を記入し

　図書カウンター上のリクエスト箱に入れて下さい。

用意ができましたら、連絡します。

今回はリクエストの仕方を紹介します。
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町長　河　合　　勝

総務課
　68－3111

住民環境課
　68－3115

税務地籍課
　68－3114

健康福祉課
　68－4633

（保健福祉センター内）

地域振興課
　68－3113

産業観光課
　68－4213

建設水道課
　68－4211

出納室
　68－3185

課長　岡田賢治課長　石原邦章課長　細田　栄課長　鞍掛宣史課長　上田博文課長　小村恵吾

行政改革推進室

室長　鞍掛宣史（兼）

選挙管理委員会
　68－3111

事務局長　岡田賢治（併）

監査委員
　68－3112

書記　小原章信（併）

美術館
　　　39－8000
ＦＡＸ68－3600
事務局長　船橋俊幸

Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　68－3775
ＦＡＸ68－4758
所長　高塚勲男

中央公民館
　　　68－3617
ＦＡＸ39－8017
館長　佐々木史子

給食センター
　68－2261

所長　勝部俊徳

教育委員会
　68－3183

次長　藤井好文

農業委員会
　68－4215

局長　上田博文（併）

議　会
　68－3112

局長　小原章信

室長　橋谷賢二 課長　金田政雄

参
　
　
事
　
　
妹
尾
　
弘
幸

参
　
　
事
　
　
大
塚
　
秀
雄

課
長
補
佐
　
　
岡
田
　
安
路

　
　
　
　
　
　
若
林
　
成
人

　
　
　
　
　
　
井
澤
　
宏
和

　
　
　
　
　
　
谷
口
　
笑
美

　
　
　
　
　
　
野
坂
　
英
夫

岸
本
町
溝
口
町
合
併
協
議
会
事
務
局

課
長
補
佐
　
　
斉
下
　
正
司

課
長
補
佐
　
　
影
山
　
知
也

　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
友
織

　
　
　
　
　
　
小
村
　
里
美

　
　
　
　
若
林
　
成
人
（
兼
）

主
　
　
幹
　
　
小
村
　
　
健

主
　
　
幹
　
　
野
坂
　
博
文

　
　
　
　
　
　
野
浪
　
美
香

　
　
　
　
　
　
小
村
　
敏
栄

　
　
　
　
　
　
森
田
　
　
司

　
　
　
　
　
　
後
藤
　
彰
信

所
長
補
佐
　
　
小
村
　
公
子

所
長
補
佐
　
　
船
橋
　
成
子

　
　
　
　
　
　
竹
下
　
理
恵

　
　
　
　
　
　
亀
田
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
平
泉
　
陽
子

　
　
　
　
　
　
原
口
久
美
子

　
　
　
　
　
　
大
下
　
　
愛

　
　
　
　
　
　
徳
永
　
百
合

　所
長
補
佐
　
　
森
安
　
和
美

　
　
　
　
　
　
幸
形
　
明
子

　
　
　
　
　
　
山
浦
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
一
二
三
朋
子

　
　
　
　
　
　
小
村
三
枝
子

所
長
補
佐
　
　
清
水
さ
と
み

所
長
補
佐
　
　
井
本
　
美
雪

　
　
　
　
　
　
井
澤
　
充
子

　
　
　
　
　
　
田
中
　
由
紀

　
　
　
　
　
　
岡
本
奈
津
子

　
　
　
　
　
　
石
原
真
由
美

　
　
　
　
　
　
吉
野
真
奈
美

　
　
　
　
　
　
勝
部
　
武
史

　
　
　
　
　
　
石
本
　
隆
美

　
　
　
　
　
　
野
口
　
幸
大

人
事
管
理
・
法
制

議
会
・
財
産
取
得
・
管
理

条
例
・
職
員
研
修

財
政
・
町
債
・
消
防

水
防
・
交
付
税

情
報
公
開
・
生
活
安
全

行
政
放
送
・
公
用
車
管
理

合
併
協
議
会
運
営

市
町
村
合
併
対
策

地
方
分
権

戸
籍
・
住
民
登
録

国
民
年
金
・
老
人
医
療

国
民
健
康
保
険
事
業

児
童
福
祉
・
人
権
対
策

社
会
保
障
・
廃
棄
物
処
理

清
掃
・
生
活
環
境
保
全
・
墓
地

町
税
徴
収
・
固
定
資
産
税

住
民
税
・
軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

社
会
福
祉
（
児
童
福
祉
除
く
）

伝
染
病
予
防
・
災
害
援
助

公
的
扶
助
・
保
健
事
業
・

介
護
保
険

消
費
者
行
政
・
障
害
者
福
祉

総
合
計
画
・
開
発
指
導

文
化
行
政
・
統
計
調
査

広
報
・
都
市
計
画

ま
ち
づ
く
り
・
公
園

土
地
利
用
規
制
対
策
・
開
発
事
業

交
通
安
全
啓
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

農
業
振
興
・
畜
産
振
興

商
工
振
興
・
林
業
振
興

観
光
振
興
・
町
有
林
管
理

土
地
改
良
事
業
・
水
産
業
振
興

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

設
計
監
督
・
交
通
安
全
施
設
・
道
路

橋
梁
・
堤
防
・
住
宅
・
河
川
　

国
有
財
産
管
理
・
災
害
復
旧

収
納
・
支
払

指
定
金
融
機
関
・
物
品
管
理

合
併
推
進
室

　
室
長
　
岡
田
賢
治（
兼
）

ふ
た
ば
保
育
所

　
所
長
　
金
口
幸
子
　

あ
さ
ひ
保
育
所

　
所
長
　
可
児
弘
俊（
兼
）

こ
し
き
保
育
所

　
所
長
　
可
児
弘
俊

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
　
収

　
　
　
　
　
　
山
吹
　
直
子
（
併
）

指
導
主
事
　
　
箕
浦
　
昭
彦

主
　
　
幹
　
　
野
坂
　
幸
二

　
　
　
　
　
　
角
田
　
寛
幸

　
　
　
　
　
　
三
宅
　
祐
志

　
　
　
　
　
　
杉
本
　
隆
喜
　
　

　
　
　
　
　
　
加
川
　
尚
志

　
　
　
　
　
　
飛
田
亜
紀
絵

　
　
　
　
　
　
竹
中
　
一
史

　
　
　
　
　
　
涌
嶋
　
裕
美（
栄
養
士
）

　
　
　
　
　
　
小
谷
香
寿
美

　
　
　
　
　
　
鞍
掛
　
栄
子

主
　
　
幹
　
　
仲
田
　
正
則

　
　
　
　
　
　
三
島
　
一
文

　
　
　
　
　
　
宅
野
　
哲
朗

　
　
　
　
　
　
北
瀬
　
和
世

　
　
　
　
　
　
石
原
　
正
章

　
　
　
　
　
　
三
明
　
早
苗

　　
　
　
　

　
井
澤
　
宏
和
（
併
）

　
　
　
　
　
　
野
田
　
健
治

教
育
施
設

社
会
体
育

社
会
教
育

文
化
財

学
校
教
育

同
和
教
育

社
会
教
育

社
会
教
育

選
挙

監
査

行
政
改
革

教育委員会
教育長　妹尾千秋

助役　石　田　　保（収入役兼）
直通電話です関係部署の電話に直接おかけください。
ホームページアドレス　http://www.kishimoto.net

平成16年4月現在

課
長
補
佐
　
　
福
岡
　
泰
子

　
　
　
　
　
　
景
山
　
昌
文

（
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
清
水
ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
　
片
平
　
葉
月

　
　
　
　
　
　
有
富
　
千
帆

　
　
　
　
　
　
勝
部
　
裕
之

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐
　
　
馬
詰
美
保
子

　
　
　
　
　
　
中
原
　
冷
子

　
　
　
　
　
　
駒
井
由
美
子

　
　
　
　
　
　
幸
本
　
順
子

課
長
補
佐
　
　
草
原
　
啓
司

　
　
　
　
　
　
片
平
　
道
也

　
　
　
　
　
　
角
田
　
美
幸

　
　
　
　
　
　
武
内
　
和
人

課
長
補
佐
　
　
小
谷
富
美
男

　
　
　
　
　
　
中
原
　
孝
訓

　
　
　
　
　
　
山
吹
　
直
子

　
　
　
　
　
　
安
達
　
広
典

　
　
　
　
　
　
船
橋
　
希
望

課
長
補
佐
　
　
井
本
　
達
彦

　
　
　
　
　
　
喜
美
田
和
子

　
　
　
　
　
　
金
田
　
　
学

　
　
　
　
　
　
加
川
　
　
一

　
　
　
　
　
　
野
坂
　
智
紀

　
　
　
　
　
　
真
野
　
孝
平

　　
　
　
　
　
　
景
山
　
千
恵

【
退
　
　
職
】

　
平
成
16
年
3
月
31
日
付

　
　
　
　
奥
田
　
順
子

　
　
　
　
野
坂
　
英
夫

　
　
　
　
野
坂
　
祥
子

【
新
規
採
用
】

　
平
成
16
年
４
月
1
日
付

　
　
　
　
竹
中
　
一
史
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
武
内
　
和
人
（
地
域
振
興
課
）

　
　
　
　
野
口
　
幸
大
（
税
務
地
籍
課
）

　
　
　
　
船
橋
　
希
望
（
産
業
観
光
課
）

　
　
　
　
一
二
三
朋
子
（
あ
さ
ひ
保
育
所
）

　
　
　
　
岡
本
奈
津
子
（
こ
し
き
保
育
所
）

　
　
　
　
佐
々
木
史
子
（
中
央
公
民
館
）

　68－2122 　68－2076 　68－2078

宅
野
　
紳
一

地
籍
調
査

地
籍
調
査
室

　
室
長
　
森
安
幸
二
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岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

　
こ
の
頃
児
童
虐
待
の
事
件
が
い
ろ
い
ろ

報
道
さ
れ
ま
す
。
虐
待
は
子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
次
の
よ
う
な
事
例
は
児
童
虐
待
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

１
、
小
学
一
年
生
の
わ
が
子
が
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
を
走
り
ま
わ
る
の
で
、

「
他
の
お
客
さ
ん
の
め
い
わ
く
に
な
る
か

ら
や
め
な
さ
い
。
」
と
言
っ
て
、
頭
を
軽

く
た
た
き
ま
し
た
。

２
、
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
週
の
半
分
は

五
歳
と
三
歳
の
子
ど
も
に
半
日
ほ
ど
留
守

番
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

３
、
中
学
二
年
生
の
わ
が
子
が
親
の
言
う

こ
と
を
聞
こ
う
と
し
な
い
の
で
、
子
ど
も

の
言
う
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
で
、
親
の

気
持
ち
を
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

４
、
小
学
五
年
生
の
わ
が
子
に
「
性
教
育

だ
」
と
い
っ
て
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見
せ
た
。

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
児
童
虐
待
防
止
法
）
」
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
児
童
虐
待
」
と
は
、
保
護
者
が
そ
の

監
護
す
る
児
童
（
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
）

に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待
―
児
童
の
身
体
に
外
傷
が

　
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴

　
力
を
加
え
る
こ
と
。
（
な
ぐ
る
、
け
る
、

　
タ
バ
コ
の
火
を
押
し
付
け
る
な
ど
…
…
）

○
性
的
虐
待
―
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為

　
を
す
る
こ
と
、
又
は
児
童
を
し
て
わ
い

　
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
（
性
的
な

　
行
為
を
す
る
。
見
せ
る
な
ど
）

○
養
育
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
―
児
童
の

　
心
身
の
正
常
な
発
達
を
防
げ
る
よ
う
な

　
著
し
い
減
食
又
は
長
時
間
の
放
置
そ
の

　
他
の
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く

　
怠
る
こ
と
。
（
食
事
を
与
え
な
い
、
衣

　
服
が
汚
れ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
、

　
放
置
す
る
な
ど
）

○
心
理
的
虐
待
―
児
童
に
著
し
い
心
理
的

　
外
傷
を
与
え
る
言
語
を
行
う
こ
と

　
平
成
十
四
年
度
鳥
取
県
で
は
、
九
十
二

件
（
県
内
児
童
相
談
所
認
定
件
数
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
の
起
こ
る
背
景

に
は
、
お
と
な
の
育
児
不
安
、
夫
婦
や
家

族
関
係
、
周
囲
の
支
援
の
欠
如
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
か
ら
み
合
っ
て

起
こ
る
よ
う
で
す
。

　
背
景
に
は
”
ジ
ェ
ン
ダ
ー
“
（
社
会
的

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
の
あ
り
方
）
の

影
響
が
大
き
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
が
、
「
子
育
て
は
母
親
の
仕
事
」

と
い
う
社
会
で
育
ち
、
「
い
い
子
に
育
て

る
」
の
が
母
親
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
社

会
の
現
状
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
る
と
、

父
親
で
な
く
母
親
に
批
判
や
非
難
が
向
け

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
家
庭
で
も
地
域
で
も

独
立
し
た
母
親
が
虐
待
を
起
こ
し
が
ち
に

な
る
の
で
す
。

　
虐
待
の
原
因
や
背
景
に
目
を
向
け
、
問

題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
虐
待
・
体
罰
・
し
つ
け
の
違
い
〉

　
「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も
が
何
が
よ

い
こ
と
で
、
何
が
悪
い
こ
と
か
を
理
解
し

自
分
で
自
分
の
行
動
を
よ
い
方
向
に
向
け

て
い
け
る
よ
う
に
、
お
と
な
が
支
援
す
る

こ
と
。

　
児
童
虐
待
と
は
、
「
子
ど
も
の
た
め
」

と
か
「
し
つ
け
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
は

お
と
な
が
、
世
間
体
や
自
己
満
足
・
ス
ト

レ
ス
発
散
な
ど
の
た
め
に
行
う
行
為
で
す
。

　
「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
と
は
根
本
的

に
違
う
も
の
で
す
。
し
つ
け
が
過
ぎ
て
虐

待
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
と
な
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良
か
れ

と
思
っ
て
行
っ
た
こ
と
（
多
く
の
場
合
が

お
と
な
の
都
合
に
よ
る
）
で
も
、
子
ど
も

が
苦
痛
と
し
か
感
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
虐

待
と
な
り
う
る
の
で
す
。

第
九
条
〔
親
と
引
き
離
さ
れ
な
い
権
利
〕

　
子
ど
も
は
、
親
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
す

権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ

が
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
く
な
い
場
合
は
、

は
な
れ
て
く
ら
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

は
な
れ
て
く
ら
す
と
き
に
も
、
会
っ
た
り

連
絡
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
十
八
条

　
　
〔
子
ど
も
の
養
育
は
ま
ず
親
に
責
任
〕

　
子
ど
も
を
育
て
る
責
任
は
、
ま
ず
そ
の

父
母
に
あ
り
ま
す
。
国
は
そ
の
手
助
け
を

し
ま
す
。

第
十
九
条
〔
虐
待
・
放
任
か
ら
の
保
護
〕

　
親
が
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
間
、
ど
ん

な
か
た
ち
で
あ
れ
、
子
ど
も
が
、
暴
力
を

ふ
る
わ
れ
た
ら
、
む
ご
い
扱
い
な
ど
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
は

子
ど
も
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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農
作
物
等
に
被
害
を
あ
た
え
る

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
有
害
鳥
獣
駆
除
は
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
実

施
で
き
る
も
の
で
す
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

【
期
　
間
】
10
月
31
日
ま
で
の

　
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

【
駆
除
対
象
】
カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
、

　
ス
ズ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド

　
リ
、
カ
ワ
ウ
、
イ
ノ
シ
シ
、
タ

　
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
ア
ナ
グ
マ

【
駆
除
方
法
】
銃
及
び
罠
を
使
用

【
問
合
せ
先
】
Ｊ
Ａ
南
部
営
農
セ

　
ン
タ
ー
電
話
６
６
―
２
１
５
０

　
又
は
役
場
産
業
観
光
課
（
電
話

　
６
８
―
４
２
１
３
）

　　
平
成
一
六
年
分
の
確
定
申
告
よ
り
、

農
業
所
得
の
計
算
方
法
が
す
べ
て

収
支
計
算
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
農
業
関
係
の
書
類
と

し
て
水
稲
・
自
家
用
野
菜
の
苗
代
、

肥
料
代
、
農
薬
代
な
ど
の
領
収
書

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
書
類

の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
　
税
務
地
籍

　
課
　
６
８
―
３
１
１
４

　
　
　

　
こ
の
週
間
は
、
行
政
相
談
、
行

政
相
談
委
員
制
度
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
総
務
省
が

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
身
の
回
り
で
、
役
所
の

仕
事
や
手
続
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

関
係
で
、

●
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ

　
と
が
あ
る
、
こ
う
し
て
欲
し
い
。

●
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や

　
措
置
に
納
得
が
い
か
な
い
。

●
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

　
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
た

　
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

●
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

　
な
ど
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
が
あ
る
人
は
、
行
政
相

談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
岸
本
町
の
行
政
相
談
員
は
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
見
世
　

理
さ
ん
で
す

■
定
例
相
談
（
毎
月
第
４
火
曜
日

中
央
公
民
館
）
以
外
で
も
直
接
行

政
相
談
員
が
受
付
け
ま
す
。（
相

談
無
料
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
）

行
政
相
談
員
　
見
世
　
理
さ
ん

　
電
話
６
８
―
３
２
５
４

　
若
年
者
の
早
期
就
職
や
職
場
定

着
の
促
進
を
図
る
た
め
、
若
年
者

が
就
職
支
援
の
受
け
ら
れ
る
セ
ン

タ
ー
を
鳥
取
県
が
設
置
し
ま
し
た
。

若
者
の
職
業
紹
介
な
ど
を
行
う
ヤ

ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
っ
と
り
も

同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
お
お
む
ね
30
歳
未
満
の
方
（
在

職
者
を
含
む
）
中
・
高
校
生
・
短

大
大
学
生
、
専
修
学
校
生
な
ど

【
事
業
内
容
】

情
報
提
供

・
図
書
ビ
デ
オ
に
よ
る
仕
事
情
報

・
就
職
フ
ェ
ア
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
の
情
報

個
人
相
談

・
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
や

　
悩
み
の
相
談

職
場
体
験

・
し
ご
と
経
験
講
習
・
ト
ラ
イ
ア

　
ル
雇
用
・
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー

　
ン
シ
ッ
プ

各
種
セ
ミ
ナ
ー
等

・
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

・
高
校
生
・
保
護
者
・
高
校
の
進

　
路
指
導
担
当
者
に
対
す
る
セ
ミ

　
ナ
ー

・
企
業
説
明
会

【
問
合
せ
先
】

　
と
っ
と
り
若
者
仕
事
ぷ
ら
ざ

　
鳥
取
市
扇
町
７

　
鳥
取
フ
コ
ク
生
命
駅
前
ビ
ル
１
階

　
電
　
話
０
８
５
７
―
３
６
―
４
５
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
７
―
３
６
―
４
５
１
１

　
平
日
　
10
：
00
〜
18
：
00

　

　
土
曜
　
10
：
00
〜
17
：
00

　（
土
曜
日
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
み
）

　
国
民
の
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
。

【
日
　
時
】
５
月
16
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　
所
】
航
空
自
衛
隊
美
保

　
基
地
内
（
境
港
市
小
篠
津
町

　
２
２
５
８
）

【
内
　
容
】

　
航
空
自
衛
隊
創
立
50
周
年
記
念

・
写
真
パ
ネ
ル
展
　

・
航
空
機
記
念
塗
装

・
航
空
機
地
上
展
示

・
航
空
機
展
示
飛
行
（
Ｔ
―
４
ブ

　
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
、
Ｆ
―
１
５

　
Ｆ
―
４
Ｅ
Ｊ
な
ど
）

・
主
要
装
備
品
展
示

・
イ
ベ
ン
ト
（
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、

　
沖
縄
舞
踊
エ
イ
サ
ー
、映
画
会
）

※
天
候
等
の
理
由
に
よ
り
、
内
容

　
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

　
広
報
班
　
電
話
０
８
５
９
―
４

　
５
―
０
２
１
１
　
内
線
３
４
４
・

　
２
１
１

農作業事故に遭わないよう気をつけましょう！

【問合せ先】農業委員会　68－4215

作業名
一般農作業 男女共

整備田 5,700円
6,700円

6,700円

5,400円

6,200円

3,700円
40円

6,000円

6,700円 8時間労働賄いなし
10ａ当たり

10ａ当たり

1m当たり
10ａ当たり

未整備田

整備田

整備田

未整備田

未整備田

牧草刈り
畦付け機

協定額 摘　要

10ａ当たり
これを標準額とし場
所の悪い所は話し合
いにより適宜加算する。

10ａ当たり
これを標準額とし場
所の悪い所は話し合
いにより適宜加算する。

10ａ当たり
側条施肥使用の場
合は、別途話し合
いにより決定する。

10ａ当たり
これを標準額とし場
所の悪い所は話し合
いにより適宜加算する。

耕
う
ん

代
か
き

機
械
田
植

※消費税込み
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再生紙を使用

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

男

女

女

平
成
十
六
年
三
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

真 野

吉 定

リバータウン

み ど り

熊野林風桜

杉田佳志朗

森谷　心咲

長光　美穂

保護者

誠 二 ・ 恵

真也・美幸

剛 ・ 仁 美

知己・清美

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

くまのばやし ふうか

ながみつ みほ

すぎた けいしろう

もりたに みさき

81歳

69歳

62歳

95歳

福 原

上 細 見

坂 長

坂 長

西郷　篤子

橋谷　敏子

中曽　進二

西村しげ子

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

5 月 2 2 日

5 月 2 3 日

5 月 2 5 日

5 月 2 7 日

5 月 2 8 日

5 月 3 0 日

岸本小学校運動会

八郷小学校運動会

あさひ保育所運動会

ふたば保育所運動会

こしき保育所運動会

米フェスタ2004「おいしい米づくりにトライ」

岸本小学校グランド

八郷小学校グランド

あさひ保育所

ふたば保育所

こしき保育所

ガーデンプレイス付近

土

日

火

木

金

日

９：００～

９：３０～

１０：００～

１０：００～

１０：００～

１０：００～

　４月８日、エネルギア文化・スポーツ財団から、
オールジャパンジュニアトライアスロン in 岸本
大会の実行委員会に25万円の助成金をいただき
ました。
　これは、文化及びスポーツの諸活動に対しての
振興支援として助成されるもので、オールジャパ
ンジュニアトライアスロンin岸本大会の趣旨に
賛同しての助成です。
　この助成金は、今年８月に開催される第10回
大会の記念事業に使われます。
　参加者みな
さんの「夏休
みの思い出」
として心に残
るような記念
大会を実施し
たいと考えて
います。


